
明日に希望をつなごう．ノ 
出稼ぎ者と家族を励ます 

① 	（昭和33年 9月10日第 3種郵便物認可）  1部 9円 	 〔毎月2回・1日・15日発行〕 
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487号 

昭和56年1月15日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 587人 
	

世 帯 数 	14,457 

	

52, 913人 
	

女 27, 326人 
	

（昭和55年12月 1日現在）住民基本台帳から 

「おみやげは 無事故でよいの お父さん」 

昨年、空前の冷害にたたかれた農家の出稼者と、そ

の家族を励ます集いが、1月 5日、市民文化会館で行

われました。 

市内農協連合会と市出稼協会が開いたもので、正月

休みで里帰りした出稼者とその家族およそ六百人が集

まりました。 

激励会では、寺田市長が「事故やトラブルのない安  

全な出稼ぎにつとめ、無事に帰ってもらいたい」 とあ

いさつ、三上農協連合会長が「冷害の経験を生かし、 

明日に希望をつないでがんばってほしい」 と励ましま

した。 

このあと、地区ののど自慢がマイク片手に得意のの

どを披露し、昼食のおにぎりを食べながら和気あいあ

いのひとときを過ごしました。 

（写真＝=1月 5日、市民文化会館で） 
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A 
口 

 

計 

 

 

・ 民
総

参

加
で

積
極
推

進
 

、
さ
き
に

「
総
合
計
画
・
基
本
構
想
」
を
策
定
、
市
の
将
来
の
都
市
像
と
そ
の
長
期
計

明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
基
本
構
想
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
市
民
の
意
思
を
積
極
的
に
行

に
反
映
さ
せ
、
 
「
人
間
性
豊
か
な
住
み
よ

い
活
力
あ
る
ま
ち
五
所
川
原
」
の
実
現
を
図
り
ま

す
。
以
下
に
基
本
構
想
の
推
進
の
方
策
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 
入

淫
ー
度
 

に
使
用
す
る
物
品
の
調
達

業
者
の
登
録
更
新
を
次
の

と
お
り
受
付
け
し
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央
病

院
、
給
食
セ
ン
タ
ー
等
、
 

ノ
 

で
 ロ

受
付
場
所
 
市
財
政

課

（本
庁
四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
業
者
登

録
申
請
書
、
納
税
証
明
書

営
業
証
明
書
各
一
部

（登
 

納
入
業
者
の
登
録
を
受
付
け
 

市
の
施
設
へ
の
物
品
納
人
 

を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、
 

登
録
手
続
き
を
し
て
卜
さ
 

ロ
受
付
期
間
 
二
月
一
一
 

月
二
十
八
日
ま
 

録
申
請
用
紙
は
財
政
課
に

あ
り
ま
j
)
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政

課
（
廿
⑩
一
一
 
一
一番

‘
 

内
線
三

一
六
番
）
へ
お
間

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

昭
和
五
1
六
年
度

に
市
が
発
注
す
る
工

事
の
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
建
設
業
者

は
、
次
の
要
領
で
手

続
き
を
し
て
ト
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 

H
二
日
か
ら
二

月
二
十
八
日
ま
で
。
 

ロ
提
出
書
類
 

①
建
設
工
事
人
札

参
加
資
格
審
査
申
請

丑
H
（
建
設省
統

一
様
 

ノ
I
 

式
）
②
建
設
業
許
可
証

明
書
了
③
主
要
取
引
金

融
機
関
名
、
（m）
納
税
証

明
書
、
（国
税
、
県
税
、
 

市
税
て
⑤
印
鑑
証
明
書

⑥
建
設
業
退
職
金
共
済

組
合
加
入
証
明
書
、
⑦

技
術
者
名
簿
、
⑧
建
設

機
械
器
具
名
及
び
数
量

ロ
提
出
先
 

市
建
設
課
庶
務
係
、
 

（
廿
⑩
二
一
 
一
 
一
番

・
 

内
線
二
二
八
番
）
 

一
 、

 

指名競争入札業者を受付 

民
の
意
思
を
行
政
に
反
映
 

一「1
 

一m費
」
一加
を
進
め
ま
す
 

総
合
計
画
・
基
本
構
想
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の

施
策
の
推
進
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
周
辺
市
町
村
及
び
民
間
団

体
の
，
力
も
含
め
、
市
民
の
創

意
と
弓
力
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

が
且rノ
“す
。
 

た
め
、
市
民
の
意
思
が

反
映
さ
れ
、
ま
た
市
政
 

が
市
民
に
適
確
に
伝
わ
 

、
広
聴
・
広
報
活
動
の
 

図
り
、
責
任
と
相
互
の
 

識
を
も
つ
市
民
と
共
に
 

想
の
実
現
を
期
し
ま
す
。
 

政
を
推
進
 

の
日
常
生
活
圏
の
拡
大
 

、
生
活
環
境
や
都
市
問
 

、
単
に
本
市
だ
け
の
課
 

、
行
政
区
域
を
超
え

町
村
と
の
有
機
的
な
 

よ
っ
て
、
 一
体
的
に
解
 
 

決
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

と
く
に
水
資
源
の
確
保

・
交
通

対
策
・
廃
棄
物
処
理
等
は
、
広

域
行
政
と
し
て
効
率
的
に
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の

た
め
本
市
は
、
広
域
行
政
圏
の

拠
点
都
市
と
し
て
周
辺
市
町
村

と
の
協
力
の
も
と
に
、
こ
れ
ら

施
策
の
推
進
に

つ
い
て
、
そ
の

指
導
的
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。
 

行
政
運
営
の
合
理
化
を
図
り
ま
 

す
 行

政
運
営
の
合
理
化
は
、
質

的
・
量
的
に
変
化
し
、
増
大
す

る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
施
策

を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る
手

段
で
あ
り
、
計
画
目
標
に
よ
り

よ
く
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
課

題
と
す
る
も
の
で
す
。
と
く
に

今
日
、
経
済
発
展
基
調
が
大
き

く
変
化
す
る
な
か
で
、
そ
の
合
 

理
化
は
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
 

行
政
機
構
の
動
態
化
、
職
員
の
 

資
質
向
上
と
適
正
配
置
、
事
務
 

管
理
の
科
学
化

・
能
率
化
を

一

層
推
進
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
L
に
努
め
ま
す
。
 

財
源
を
確
保
 

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
協
力

市
の
内
部
管
理
の
努
力
、
周
辺

市
町
村
と
の
協
力
の
ほ
か
に
、
 

事
業
事
務
に
見
合
っ
た
財
源
の

確
保
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め

収
入
の
根
幹
と
な
る
市
税

の
確

保
、
適
正
な
受
益
者
負
担
制
度

の
導
入
等
、
自
主
財
源
の
伸
長

を
図
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助

金
、
市
債
等
特
定
財
源
の
積
極

的
導
入
に
努
め
ま
す
。
 

ま
た
、
地
方
交
付
税
率
の
引

き
上
げ
、
超
過
負
担
の
解
消
等

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
財
政

秩
序
の
確
立
に
努
め
ま
す
。
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市
の
「
除
排
雪
本
部
（
本

部

長
・
高
橋
助
役
）
」
は
十
二

月

二
士
一
日
、
受
付
庶
務
班
が

常

駐
し
て
い
る
旧
中
央
公
民

館
一
一

階
で
出
陣
式
を
行
い
、

除
排
雪

職
員
を
励
ま
し
ま
し
た
。
 

市
の
五
十
五
年
度
の
除
排
雪

路
線
は
、
県
道
の
協
力

路
線
を

含
め
総
廼
長
が
百
七
十
籍
で
、
 

危
険
防

止
／
安
全

第
ー
ノ

・

除
排
雪
本
部
が
出
陣
式
 

こ
れ
を
市
の
直
営
と
請
け
負
い

の
十
工
区
に
分
け
、
生
活
道
路

の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
 

出
陣
式
で
は
、
高
橋
本
部
長

が
、
「安
全
第
一
に
、

危
険
防
止

に
気
を
配
り
、
任
務
を
遂
行
し

て
も
ら
い
た
い
」
 
と
激励
し
ま

し
た
。
 

住
す
る
母
子
家
庭
の
母
、
ま
た
 

母子・寡婦技能講習会 
―受講生を募集中― 

ニ
、
申
込
資
格

①
県
内
に
居
 

青
森
県
立
母

子
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
白
百
合
荘
で

は
、
五
十
六
年

度
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま

す
。
 

一
、
講
習
科
目
 

ハB
x和
裁
科
②

洋
裁
科
③
編
物

手
芸
科
④
タ
イ

プ
科
⑤
速
記
科
 

医自li会と家庭を結ぶ「みんなの

健康教室」が次の日程で開かれま

す。 

お気軽においでドさし× 

今回のテーマは、 「シ】 

毒」についてです。 

ロとき 1月23H（金）午後1 

時から 

ロところ 産経会館 4 階ホ ル

ロ主催 北五医師会、五所川原

市民保健協議会 

年間をとおして聴講された方に 

1多了証と記念品を差し上げます一。 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

、
、

＼
 

こ
ノ
 

、
ノ
 

ナ
 

③ （第 3種郵便物認可） 
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遺児に入学祝金等を支給 
該当者は手続きをしましょう 

市では、遺児の健全な育成と 番）へ申請の手続きをして下さ

福祉の向上を図るため、下記の い。 

とおり遺児に対し入学・卒業祝 	なお、申請用紙は当所に備え 

金、弔慰金品等を支給します。 てあります。手続きの際は、必

該当する方は、市福祉事務所 ず印鑑を持参して下さい。 

児童係（廿⑩2111番・内線243 

支 給 内 容 

区 	分 該 金 	額 備
 
考
 

入学祝金 
遺児が小・中学校に人学す

る場合 
7, 000円 56年 3月支給 

卒業祝金 
遺児が中学校を卒業する場 

乃、 
口 

10, 000円 56年 2 月支給 

弔慰金 

父または母の死亡により、 

児童が遺児となった方の世

帯に給付します。 

10,000円 

55年 4 月1日 

~56年 3 月31 

日の間に遺児

となった世帯 

激励金 
遺児を激励するために給付

します。 
金 	品 遺 児 全 員 

は
子
女
②
寡
婦
③
父
母
の

な
い

子
女
 受

付
期
限
 

二
月
二
十
八
日
ま
で
 

受
講
料

・
宿
泊
料
は
無
料

材
料
の
な
い
人
に
は
貸
与
し

ま
す
。
た
だ
し
、
食
費
は
自
己

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

申
込
み
受
付
け
 

市
福
祉
事
務
所

・
児
童
係
 

（
呑
⑩
二
一
一
一
番

・
内
線
一
一
 

四
三
番
）
 

ン
ナ
ー
中
毒
」
に
 

56年合同除厄祈願祭 、 
男 昭和15年 4 月 2 日～昭和16年 4 月 

1 H生まれの方 

女 昭和24年 4 1-1 2 H～昭和25年 4 月 

1日生まれの方 

ロと き 2H2111 （土）午後1時から 

ロところ 市内・鎌谷町 中央公民館 

口会 費 男＝=8,000円 女 =7,000円 

口申込受付 1月20H= 2H4 Hまで 

ロ申込先 会費を添えて近くの実行委員、または 

市教育委員会時田武則、財政課小野幸 

郎、長尾II青子、会計課 I:しげ子まで 

昭和56年除厄祈願祭実行委員会 



（昭和56年度） 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通

算
老
齢
年
金
は
、
原
則
と
し
て

六
十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

年
金
を
受
け
る
条
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か
ら
六
＋

五
歳
未
満
ま
で
の
間
な
ら
、

い

つ
で
も
希
望
す
る
と
き
に
繰
り

上
げ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
を
年
金
の
繰
り
上
げ
請

求
と
い
い
ま
す
。
 

こ
の
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ

て
受
け
ら
れ
る
老
齢
年
金
や
通

算
老
齢
年
金

の
額
は
、
六
十
五

歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
額
か

ら
、
繰
り
上
げ

て
年
金
を
受
け

る
こ
と
を
希
望
し
た
年
齢
に
応

じ
て
、
表
の
割
合
で
減
額
さ
れ

た
額
の
生
本
皿
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
に
よ

っ
て
受
け
ら
れ
る
年
金
は
、
生

涯
、
同
じ
割
合
で
減
額
さ
れ
た
 

六
十
四
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
 

六
十
三
歳
以
上
六
十
四
歳
未
満
 

六
十
二
歳
以
上
六
十
三
歳
未
満
 

六
十
一
歳
以
上
六
十
二
歳
末
満
 

六
十
歳

以
上
六
十

一
歳
末
満
 

請
求
し
た
時
の
年
齢
 

繰
り
上
げ

減
額
率
 

一
一
パ
ー
セ
ン
ト
 

二
〇
パ

ー
セ
ン
ト
 

二
八
パ

ー
セ
ン
ト
 

三
五
パ

ー
セ
ン
ト
 

四
一
「
パー
セ
ン
ト
 

六
十
五
歳
で
受
け
る
べ
き
年
金

額
に
対
す
る
減
額
さ
れ
る
割
合
 (

 

減
額
は

生
涯
続

く
 

国
民
年
金
の
繰

り
上
げ

請
求
 

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
減

額
さ
れ
な
い
年
金
額
に
改
め
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

繰
り
上
げ
請
求
を
さ
れ
る
時
 

は
よ
く
考
え
て
し
ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
に
つ
い
て
、
詳
し

い
こ
と
は
、
市
社
会
課
・
国
民

年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

ロと き 2 月 1日（II) 

ロと こ ろ 狼野長根 

口参加対象 1議自スキー教室に参加しない市内の 

小・中学生及び保護者、教員 

口参加料 500円 

口集 合 市民文化会館前（午前 9 時出発） 

ロお問い合わせ 

市教育委員会・社会教育課（廿⑩21 11番・内 

線250番・248番） 

ロ
集
合
・
解
散
 
市
民
文
化
会
館
前
 

口
交
 
通
 
貸
切
バ
ス
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 

市
教
育
委
員
会

・
社
会
教
育
課

（
合
⑩
二
一
一
一
番
 

・

内
線
二
九
〇
番

・
二
四
八
番
）
 

 
×

宿
白
ス

キ

ー

教
室
 

ン
 

ロ
と
 
き
 

ロ
と
こ
ろ
 

ロ
参
加
料
 
小

・
中
学
生
千
五
百
円
、
大
人
二
千
円
 

発
珠
少
年
自
然
の
家
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二ぐこ 
曜
 
日
 

極
  

相談会場 対 象 区 域 

2 月 5日 (村 

三好 

三 好 支 所 高瀬、鶴ケ岡 

6日 団 ク 藻川 

9日 （月） ク 藻川 

10日 因
  

中川 

コミュニテイセ

ンター中川 
川山、種井、中泊 

12日 困
  

ク 沖飯詰、桜田 

13日 （釘 

松島 

松 島 支 所 吹畑、石岡、漆川 

16日 卿
  

ク 
一野坪、太刀打、松島

町 

17日 因
  

ク 
水野尾、米田、唐笠柳

金山 

18日 困
  

七和 

コミ :1 ニテイセ

ン タ ー 七和 
原子、高野 

19日 困
  

ク 羽野木沢、持子沢 

20日 団
  

ク 前田野目、俵元 

23日 囲
  

栄
  

コミュニテイセ

ン ターさかえ 
稲実、姥蒐、みどり町 

24日 因
  

ク 七ッ舘、広田 

25日 (*) 
飯詰 

飯 詰 支 所 橋上、下岩崎 

26日 () ク 橋下 

27日 （劃 長橋 長 橋 支 所 野里、杉派立、神山 

受付時間 いずれも午前 9時から午後 3時までです。 

なお、 3 月 2 日以降の日程は、 2 月1日号に掲載します。 



街頭献血のご案内 
移動採血車「青い鳥号」 が、次の日程で街頭献 

血を行います。ご協力下さい。 

ロ~月22日（木） 

56年度保育所（園）の

入所申請者の面接 

I」 	日 対象保育所（園） 面 接 場 所 

1月23日圃 七和保育園 
七和コミュニテイー 

センター 

1月23日団 長橋保育園 市役所長橋支所 

1 fl26日（月） 藻川 保育園 藻川 公民館 

1月26日（月） 三好 保育園 市役所三好支所 

1月27日伏） 中川保育所 
中川コミュニテイ―

センター 

1)128日（加 
若葉保育園 

たかだて保育園 
市役所飯詰支所 

1月29日（村 
まっしま団地保育園 

津軽野保育園 

市役所松島コミセン

準備室 

1月30日（釘 

さかえ保育園 

梅田保育園 

なおみ保育園 

コミ二1．ニテイーセン

ターさかえ 

2 月 3日因 

五所川原保育園 

第一さっき保育園 

第二さっき保育園 

さ く ら保育園 

かまや保育園 

新宮団地保育園 

市民文化会館 

市福祉事務所では、昭和56年度保育所（園）入所児 

童申請者の面接を次の日程で行います。 

ロ面接時間 

午前 9時から午後 3時まで 

ロ持参するもの 

昭和55年分の源泉徴収票、55年度の市民税・固定資 

産税納付書・保険証等 

広報ごしょがわら 	昭和56年（1981年） 1月15日（487号） 

面 接 日 程 

免
除
と
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う
制
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も
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ま
す
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国
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で
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東
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〇午前10時30分から正午まで、末広町・五所川 

I 	原保健所前 

l  
北電工前 

ロ2 月 5 日（木） 

〇午前10時30分から正午まで、末広町・丘所川 

原保健所前 

‘ 	○午後 1時30分から 3時まで、裏田町・尾崎自 

. 	 I耐~甘iI，乞 A、ぶi 

~ 	 ‘ 



く
る

み
園
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善
意
続

々
 

陶
芸
サ
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ク
ル
 
「
泥
窯
師
」
 

（清
野
祐
治
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表

・
仲
間
二
十

人
）
は
十
二
月
二
十
五
日
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社

会
福
祉
事
業
に
役
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て
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下
さ
 

社
会
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に
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千
余
円
 

陶
芸
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ー
ク
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窯
師
」
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付
 

▽
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二
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六
日
、
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小

学
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一
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敏
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長
）
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徒
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十
個
を
寄

贈
▽
十
二
月
十
八
日
、
青
森
県

青
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原
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文
勝
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か
九

人
）
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園
内
で
も
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つ
き
慰
問
、
ほ
か

に
清
涼
飲
料
、
ミ
カ
ン
等
を
寄

贈
▽
十
二
月
二
十
一
日
、
板
柳

町
・
津
軽
り
ん
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育
成
会
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田
富
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表
ほ
か
八
人
）
が
ス

タ
ー
キ
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グ
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箱
、
ふ
じ
八
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贈
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十
二
月
二
十
五
日
、
 

市
内
姥
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・
サ
ン
モ
リ
ッ
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小

野
和
洋
菓
子
店
（
小
野
慧
社
長
）
 

が
ケ
ー
キ
四
十
一
個
（
八
万
円

相
当
）
を
寄
贈
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

津
軽

鉄
道
で
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十
万

円
 

菊
栄
会
も

二
万
千
余

円
 

津
軽
鉄
道
卿
会
社
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々
木

啓
二
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長
）
は
十
二
月
二
十
六

日
、
教
育
振
興
基
金
に
役
立
て
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下
さ
い
と
、
財
団
法
人
市
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育
振
興
会

へ
十
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
利
用

者
で
作
っ
て
い
る
菊
栄
会

（
木

村
清
一
会
長

・
会
員
四
百
五
十

人
）
は
十
二
月
二
十
五
日
、
社

会
福
祉
事
業
に
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立
て
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下
さ

い
と
、
二
万
一
千
八
百
四
十
八

円
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市
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し
た
。
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に
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集
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で
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。
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と
、
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万
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千
四
百
七
十

円

を
市
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会
福
祉
協
議
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へ
寄
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し
ま
し
た
。
 

十

一
月
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日
か
ら
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間
、
 

勤
労
青
少
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ホ
ー
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で
、
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ホ
ー
 

ム

・
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エ
ス
テ
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バ
ル
」
 
を開

き
ま
し
た
が
、
展
示
・
即
売
し

た
陶
器
の
売
り
上
げ
金
を
贈
っ

た
も
の
で
す
。
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・新 受’入 

市立図書館 

I井 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

津軽と南部の方言 工 藤 	祐 ある禅者の夜話 紀 野 ― 義 

東奥年鑑 56 東奥日報社 ノ、 	デ 	ン 	伝 金 子 民 雄 

誰も語らなかった
津軽キリ シタン 

青 春 出 版 心 に 豊か さ を 浜 尾 	実 

剣を鋤にかえて 大和山出版 一人では捌べない 読売新聞社会部 

近代化のなかの青森県 石 崎 定 雄 あしかびは燃える 原 子 昭 三 

暮しのことわぎ事典 大 後 美 保 漢詩の解釈と艦賞事典 前 野 直 彬 

民俗学博物館 梅 悼 忠 夫 人 問 な ら ば 早乙女 勝 元 

新教育の事典 下 中 邦 彦 裸 	の 	家 族 笹 沢 左 保 

日 本名言辞典 桑 田 忠 親 宛名のない手紙 五 木 寛 之 

幼児保育学辞典 松 原 達 哉 なにを飲みますか？ 五 木 寛 之 

日本の行事祭り事典 三 省 堂 編 雪崩のくる 日 辻 	邦 生 

科 学 の 事 典 岩波書店編集部 流 	星（上・下） 永 井 路 子 

語 	言 辞 典 大 槻 真太郎 胡 	 桃 三 木 	卓 

フランス食卓史 
レイモン 
・オリヴエ 

北 	の 旗 雲 高 橋 携一郎 

ひ げ の 科 学 ノト 野 三 嗣 木 馬 の 騎 手 三 浦 哲 郎 

社会教育行政必携 文 	部 	省 セ 	イ 	レ 	ン 栗 本 	薫 

憲法の す べて 奥 原 唯 弘 不思議の国の猫たち 仁 木 悦 子 

ロバート・ 
複 眼 の 論 理 

」・リンガー 
文章上達の条件 大 隈 秀 夫 

リ一ダ 	の条件 会 田 雄 次 魚 	 紋 丹 羽 文 雄 

にっぽん音吉漂流記 春 名 	徹 虹 	の 	翼 吉 村 	昭 

社会秩序の法原理 長 尾 治 助 パッチワ クの絵本 真 田 武 夫 

ソ連と ロ シア人 木 村 	汎 ペ一パーフラワーの本 真 田 武 夫 

市I ノ‘ Iロ ~ h血 『中 ＝八 ~ 

丁U 'yJ ノレ w i; s'J ロン ~ 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時間 午後 0時30分から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児は、ご遠慮下さい。 

1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 力月児 
昭和55年10月

生まれの乳児 
2 月4日 市民文化会館 

別 	 館 

（旧中央公民館） 

6 力月児 
昭和55年7月

生まれの乳児 
2月17日 

1 	歳 

6 力月児 

昭和54年 8月

生まれの乳児 
2月25日 

―健診日程が変更― 

1月 1日発行の市広報でお知らせした乳幼児の健康診査、 

1歳 6 カ月の日程は 1月27日でしたが、都合により 1月28日
に変更となりましたのでお知らせします。 

旧軍人普通恩給等の 

請求手続きはお早めに 

旧軍人等に支給される普通恩給等は、加算年を算入して恩

給金額を計算されるのは満60歳以上となっております。 

まだこの請求の手続きをしていない方は、市民課に備え付

けてある加算改定申立書に必要事項を記載し、現に受けてい

る恩給証書の写を添付し、市民課（廿⑩21 11番・内線 275番） 

へ提出して下さい。 
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